
   

予算特別委員会で質問  

                      
 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎防災資器材助成金の拡大を実現！！ 

 

◎公衆無線ランの構築急げ！！ 

 

 

◎防災資器材助成金の拡充実現！！ 

平成２４年度一般会計・特別会計・企業会計で約１兆２、３４５億円の予算が可決され
ました。 
災害対策や高齢者、子ども施策、各産業の育成策などまだまだ取り組むべき課題

は山積しています。今後も皆様のくらし安全・安心のため働いてまいります。 
 

 

◎柔道必修化による事故防げ！！ 
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中学校５１校中４７校が柔道選択！！ 

助成金の効率的運用と拡大を５年前の議会から求めていま
した  の震災を受けて今年度から、ようやく各区約５０万円
増、区ごとに約１５０万円の予算化が図られました。 

対応が遅すぎることを指摘し、現在の執行状況と今後の取
り組みを質しました。 
幸区においては、平成２１・２２年度ともに６０％程度の執行率

で、特に平成２２年度は３件の利用しかありませんでした。利用
町内会を制限したことによる結果ですが、周知や執行率の状
況を検証しながらの取り組みを提言。 
予算の増加が図られたことから、「今後自主防災組織連絡

協議会で配分方法等を話し合う」との答弁でした。 

学習指導要綱の改訂で柔道などが必修化となりました。スポー

ツ人口の割合からみると、柔道における障害や死亡率が圧倒的に

多いことが明らかになっています。また海外では柔道における死

亡例は皆無であることも指摘し、今後の授業への必修化に対する

取り組みを質しました。 

さらに市内中学校において有段者がいない学校は９校あること

も明らかになりました。生徒の安全を最優先させるために柔道指

導者の配置平準化と外部指導者の導入を図るべきと質問。 

教育長は「指導者のいない学校に重点的に外部指導者の配備を

行うとともに、加速損傷など危険性の周知を図り、今後も継続的に

研修会等を通して指導方法を徹底する」と答弁しました。 

震災時に携帯電話やメールが繋らかったのは携帯電話各社がシス

テムダウンを回避するために回線を絞ったためといわれています。 

今回の震災時では、音声通話回線を使わないスマホやパソコンのメ

ールが有効であったことから、避難場所である学校やメリットが生か

せる図書館など、公共施設に誰でも使用できる公衆無線ランの設置を

提案。砂田副市長は「導入コストや維持管理費等を精査して取り組む」

と答弁しました。 

質問後の調査によると、現在は無料で設置できることが明らかにな

っており、身近なところから設置に取り組みます。 



                                                                      

  

 

  

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                       

                

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ごあいさつ 

 

介護・住宅・医療など 

Mail to k-numa@numa-k.com 

◎新鶴見操車場跡地に小学校新設！！ 

 今年は桜の開花が例年より遅かったせいか、なか
なか春が来ないような気がしておりました。夢見ヶ
崎公園では、桜満開に加えて昨年の１２月にはレッサ
ーパンダのメスのアンが、また本年２月にはオスのフ
ァファがやってきて、２頭仲良く繁殖も期待されてい
ます。 
 女性・子どもトイレの新設や、坂道の 
歩道の改良工事も終わりました。お花 
見に間に合ったようです。綺麗になっ 
た夢見ケ崎公園に是非お出かけくだ 
さい。 

《辻町公園に 
時計が設置されました》 

◎認定保育園９園増実現！！ 
待機児童対策のために平成２４年度新たに認定保育園

９園の指定が行われました。 

地域保育園連絡協議会からの要望が実現しました。 

しかしながら、いまだ待機児童は解消されておらず、

本市のつぎはぎの保育施策の取り組みに対して、指定基

準の統一化や保護者負担の軽減と平準化が必要です。 

民間資源の有効活用の観点から、本市独自の地域保育

園再構築をしっかりと推進してまいります。 

新小倉に計画されている２５００世帯８０００人規

模の大規模集合住宅建設による小・中学校の教室不足が

指摘されています。 

試算によると、学校区である東小倉小学校で１９教

室、塚越中学校では５教室の不足が見込まれ、新たな学

校の整備が必要なことから、新設への取り組みを質しま

した。 

市は、土地所有者（ゴールドクレスト）と協議を整え、

用地を取得したうえで、平成３２年度を目途に小倉陸橋

側に小学校を新設することを明らかにしました。 

将来的には少子化が進み高齢社会になることが見込

まれることから、統廃合の折には高齢者施設への転用等

も視野に入れた設計を行うよう求めています。 

昨年から求めていた放射線測定器の貸出しが始まりました。各区役所に３台ずつ配備し、自治会や町内会を

優先して予約受付中です。個人の方へは４月２３日以降の貸出しになります。市民の皆様によって、ご心配な

地点などありましたら是非制度を利用して計測してください。土日貸出しが行われておりませんが、今後の改

善課題として取り組みます。 

 

◎放射線測定機貸出し実現！！ 
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